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①学校運営上
の課題

04 障害や困
難を抱える児
童生徒への対

応

令和6年度の各小中学校特別
支援学級児童・生徒数は、津
別小学校29名、津別中学校19
名となっており、例年、1教室2
～3名の児童生徒を1人の教員
が指導する実態となっている。
突発的衝動的な行動への対応
や、障がいの程度に合わせた
マンツーマン指導・見守りをし
なければ学習活動をしていくこ
とが難しい児童生徒が各学年
に一定数いることから、教員1
人ではひとりひとりに応じた細
やかな指導が難しいという課
題がある。

・特別支援・共生社会サ
ポーター（学習補助員）を
各小中学校へ配置し、マ
ンツーマン指導・見守りを
必要とする児童生徒へ
の細やかな指導を行って
いる。
・学習補助員の存在のお
かげで教員の業務負担
の軽減にもつながってい
る。

・特別支援・共生社会サポーター（学習補
助員）を各小中学校に派遣し、教員との
連携により、児童生徒ひとりひとりに十分
な個別支援を行う。

・教員の業務負担軽減から、教員のゆと
りをつくり、ひとりひとりに応じた細やかな
指導を行う。

・マンツーマン指導・見守りを十
分に行うことにより、児童生徒の
学校生活にゆとりをもたせること
ができる。個別支援を行うことで
いきいきとした学校生活を送るこ
とができる。　　　　　　　　　　　・
特別支援・共生社会サポーター
（学習補助員）を派遣すること
で、児童生徒の見守りの人員が
確保でき教員の業務のゆとりが
できる。

特別支援・共生社会
サポーター（学習補
助員）と教員の連携
により、教員にゆとり
ができ、児童生徒ひ
とりひとりに十分な
個別支援が行えたと
回答する教員の割
合（津別町教育委員
会のアンケート調
査）

70 % 70 77
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特別支援・共生社会サポーター（学習補助員）と教員の連携
により、７７％の教員が児童生徒一人ひとりに関わる時間が
増え、特別なサポートを必要とする生徒へ手厚い指導がで
きたと回答があった。令和５年度と比べると実績値が６％低
くなっている。要因は特別支援が必要な児童生徒が増加し
ているため、更なる学習補助員の人員確保について課題で
ある。教職員の業務負担軽減の観点からも期待できるた
め、今後も継続して雇用し派遣する必要がある。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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